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 基本の表記表 (大文字、小文字、[発音]、カナ) 
А а  [a] ア К к  [k] ク  Х х [kh] は 
Б б  [b] ブ Л л [l] る Ц ц [cz] ツ 
В в [v] ヴ М м [m] ム Ч ч [ch] チ 
Г г  [g] グ Н н [n] ン Ш ш [sh] シ 
Д д [d] ドゥ О о [o] オ Щ щ [shh] シシ 
Е е [jɛ] イェ П п [p] プ Ъ ъ [－] 無音 
Ё ё [jo] ヨ Р р [r] ル Ы ы [ϊ] ゥイ 
Ж ж [zh] ジ С с [s] ス Ь ь [‘] 無音 
З з [z] ズ Т т [t] トゥ Э э [ɛ] エ 
И и [i] イ У у [u] ウ Ю ю [ju] ユ 


























この曲を歌唱した際、まず始めに気が付くのは日本人の歌い手は У[ u ]が苦手ということ
である。特に冒頭の У は浅くならないよう、事前に発音をよく準備してから歌い出さねば
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2 Абаза, Эраст Агеевич. Утро туманное, Тени минувшего: Старинные романсы. Для 
голоса и гитары. by А. П. Павлинов, Т. П. Орлова. Санкт-Петербург :  Композитор, 
2007. 
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⑴ У[ u ]と力点のある O[ o ]が浅く、薄くなりがちである。 
У[ u ]、О[ o ]は、口を丸くして唇を突き出すことで形成される母音である。日本語のウと
オは腔内を狭くとって発音しても問題はないが、歌唱の際はしっかりと腔内を開け、響きを
保って発音なされなければならない。ロシア語の О は日本語の「オ」よりも丸みのある音





⑵B[ v ]と Б[ b ]の区別が甘くなる。 
B は[ b ]ではなく[ v ]と発音し、ロシア語における[ b ]は Б で表される。この他言語との
違いは頭で理解しても他の外国語歌曲を歌い続けてきた歌手にとっては条件反射で必ず間
違えてしまうもののひとつであり、歌唱という体を使う運動の中で自然に正しい選択を行
えるようになるには継続的な訓練が必要である。同様のことが P[ r ]と П[ p ]にも起こる。 
 










また、筆者は、母音 Ы[ ï ]の前につく子音は母音に後押しされる形でより明瞭になり、Ы
                                                   
3 八杉貞利『ロシヤ語発音五時間』 東京：大学書林、1956 年。7 頁。 










⑷Н[ n ]と М[ m ]の処理(鼻音)を丁寧に行う。  
H[ n ]や М[ m ]といった、響きが鼻に抜けることで鼻腔の共鳴を伴う音を鼻音(Носовой)
という。「ン」という音声は位置によって 10 個ほどの音価を持つのに対し、日本人はその響
きに大変鈍感であり5丁寧に処理しなければならない。特に K[ k ]、Γ[ g ]の前につく Н[ n ]、
また Н[ n ]が重なる時、日本人歌手は格別な注意を持って扱うべきであり、このロマンス内








に よ っ て 4 種 の 発 音 記 号 に 分 け ら れ る 。 こ の 曲 中 だ と 、 седое[sɛdojə] と
печальные[pɪchal’nəjə]の、それぞれの語頭の E の音声の違いははっきりと区別したい。語
尾の e は二つとも[jə]で、若干緩く開いた音になる。 
また、この曲は芸術歌曲としてよりも、会話調に近い発語が適している為、[ ɛ ]や[ ɪ ]と
いった発音記号を、芸術歌曲の、例えばラフマニノフやチャイコフスキー等の歌曲よりも狭




                                                   
5 神山孝夫『日本語話者のためのロシア語発音入門』 岡山：大学教育出版、2004 年。85
頁。 






















例えば、10 及び 13 小節目の Вспомнишь[Fspomnɪsh’]という単語の処理には、3 つ目の-
по-[po]を拍頭に置き、Вс-[Fs]は前の小節 4 拍目の裏で事前に発音を終えておく必要がある。










                                                   


































ロシア語の母音は半母音 Й を加えれば全部で 11 個あり、本論文で使う母音の発音記号
は 14 個である。 






















○ɑ  a よりも 5 ミリ程唇の脇を前面に出し、軟口蓋を上に持ち上げることで、唇から喉奥
にかけて緩やかな筒が形成されるのをイメージする。 
○æ  a の口の形のまま、舌のみエの傾斜を作る。開口の、少し「エ」の要素を含んだ「ア」。 
○ʌ  最も明るい「ア」。ɑ から徐々に唇への負荷を緩め、「ア」の中で最も高い位置で発音
する。 
○ɛ  開口の「エ」。 
○e  閉口の「エ」。 
○i  日本語の完全に横に開いた「イ」から、唇両脇への力を弱めた音。 
○ɪ  閉口 e の発音のまま上下の歯を隙間が 4 ミリ程になるまで近付けた音。 
○ϊ  牛の「ウ」を言うつもりで準備をし、その音の頭が出たら瞬時に「イ」と言う。通常
子音と共に使用され、その場合子音に「ウ」の響きを同化させてから「イ」の母音に移る。 
○ə  ロシア語の曖昧母音ともいうべき音で出現度は割合高い。 
○u  深い「ウ」。２つ下の o を求めてから、そのまま下唇で腔内の丸みを保護しながら
「ウ」と言う。 
○ü  ドイツ語の ü と同じく、最閉口の「ウ」の口構えで鋭い「イ」を発語する。 
○о  日本語の「オ」より軟口蓋と舌の間隔を広くとり、唇を軽く尖らせ喉奥との距離を長
くとる。 










○a  キリル文字の А、及び Я[ja]が、力点の位置にある場合、左の発音記号を用いる。 
例.Карта [kartə] 
○ɑ  キリル文字の А が力点の位置にあり、且つ後ろに Л が来る場合。 
例.Палка [pɑlkə] 
○æ  キリル文字の Я が力点の位置にあり、 
且つ後ろに軟音(ь/ч/щ/й/я/и/ю/е/ё)が来る場合。  例.Пять [pjæt’] 
 
○ʌ  キリル文字の А、及び O が力点直前の位置にある場合。 例.Работа [rʌbotə] 
                            
○ɛ  キリル文字の E、及び Э が力点の位置にあり、 
且つ後ろが硬母音(а/ы/у/э/о)の場合。 例.Это [ɛtə] 
E、及び Э が力点の直前で、且つ力点音節が硬母音の場合。    例.едва [ɛdva] 
E の、ш/ж/ц を伴うもの。                             例.Жест [zhɛst] 
また、Я が力点直前の位置にある場合。                 例.Пятно [pjɛtno] 
 
○e  キリル文字の E、及び Э が力点の位置にあり、且つ軟母音(я/и/ю/е/ё/ь)の 
直前にあたる場合。 例.Эти [etɪ]／Печь [pjech’] 
 
○i  キリル文字の И[i]が力点及び力点の直前にある場合。    例.Визит [vizit] 
キリル文字の Й[半母音ィ]。                           例.Линейка [lineikə] 
 
○ɪ  キリル文字の E と И が力点、力点直前のどちらにも当てはまらない場合。 
例. Через [cherɪs]／Синий [sinɪi] 
E、及び Э が力点直前で、且つ力点音節が軟母音(я/и/ю/е/ё)の場合。 
例.Деревня [djɪrjɛvnjə] 
また、Я が力点でも力点直前でもなく、語頭につく場合。 例.Пятачок [pɪtʌchok] 
 
○ϊ  キリル文字の Ы の力点、及び力点直前の場合。 例.Быт [bϊt] 





○ə  Ы の力点でも力点直前でもない場合。 例.Карты [kartə] 
ш/ж/ц を伴う E と И で、力点より前につくもの。 例.Шевелить [shəvjɪlit’] 
А、O、Я、E の、a/ʌ/ɑ、o/ʌ、jа/jɛ/ɪ、jɛ /je /jɪ の条件にてはまらないもの全て。 
例.Самовар[səmʌvar]／Голова[gəlʌva]／Семя[sjemjə]／Поле[poljə] 
 
○u  キリル文字の У。 例.Духи [dukhi] 
Ю の、直後に硬音が来る場合。 例.Сюда [sjuda] 
 
○ü  キリル文字の Ю の、直後に軟音が来る場合。例.Люди [lüdɪ] 
 
○о  キリル文字の O が力点の位置にある場合。 例.Вот [vot] 
また、Ё の、直後に硬音が来る場合。 例.Лёд [ljot] 
Ё の、ш/ж/ц を伴うもの。 例.Шёл [shjol] 
 



















文字 力点位置にある 力点直前にある どちらでもない ш/ж/ц に続く 
A a / (後に л) ɑ ʌ ə ― 
О o ʌ ə ― 






Ы ϊ ϊ ə ― 
Я ja / 
(後に軟音)jæ 
jɛ jə /  
(語頭)ɪ 
― 
Ё (後に硬音)jо / (後に軟音) jö o 










i ɪ  ϊ 
(力点前)ə 
Ю ju  / (後に硬音)u  / (後に軟音)ü ― 
Й ― i i ― 
 































明るい「ア」を使う。そして「な」は 1 つ目と同じ母音位置で歌うべく、n から息をより高
い位置に送り込んで体の支えを取る。こうした技術がスムーズに単語を伝え、音楽の滑らか
な旋律を成立させる。 
ロシア語の場合、[a/ i/ u/ e/ o]の発音記号は音声学の調音表を見ると標準母音よりも位置













日本人にとっては西洋の A と同じ響きを求める事で良い。 
           作画、筆者 
 
Я の音声[ja/ jæ/ jɛ/ jə/ ɪ]は始めに[ j ]「ィ」が含まれており、与えられた音価や前の母音
等、様々な条件によって「ア」母音に開けるまでの時間が変わってくる。[ja/ jæ/ jə]の発音
の開き具合は前述の A の音声と同じように考える。[jɛ/ ɪ]は[ j ]を心持ち長く取ってから腔
内の狭い[ æ ]に近い音声にまで開くことが出来る。長い音価が与えられていたら[ j ]を通過
してから[ a ]に近い音声を使用する事が出来る。ここから分かるのは、Я の音は会話の際は
イやエに近く発音されることも起こり得るが、芸術歌曲を歌唱する殆どの場合は[ j ]の後の


















O[o/ ʌ/ ə]のうち、歌唱における[ o ]は正しい[ a ]から求めることができる。(力点のない
O[ʌ/ ə]は A の管轄の音声となるので上記を参照。)[ a ]の時の上下の歯の距離と軟口蓋、口












この вульгарное[vul’garnəjə]の、最後２つの母音の発音記号は同じ[ ə ]だが、歌唱では明
確に差をつけなければならない。カタカナで表記するならば、最後から２つ目の нo は「ア」















母音 Ы[ ϊ ]の歌唱音声については、筆者は前々からその発音位置が限りなく不安定で掴み
どころがないように感じていた。ロシア歌曲を専攻して 8 年、こういった突拍子もない意
見は、恐らくとんだ造説だとする読者もおられるかもしれない。しかしながら、本論文では
反論も覚悟して、ここで筆者の考える歌唱音声としての Ы の発音について述べたいと思う。 
 
先ず、Ы は美しく特殊な響きを持った母音である。前に付く子音によってその響きは増
幅し、子音によって、また音程によって、腔内で異なる弧を描く。その響きの線は時に И[ i ]
よりも上に立ち登った立体的な印象を与え、その違いは会話音声ではほぼ感じられないも
のである。 















②唇の閉鎖音 П[ p ]／Б[ b ]につく Ы[ ϊ ]。 
この２つの子音は両唇を閉じて弾くことで発音されるので、Ы 単体の位置よりも下方か
ら出発する。両唇で破裂の準備をすると同時に、Ы の中に含まれた u の響きの要素を用意




③舌の閉鎖音 T[ t ]／Д[ d ]につく Ы[ ϊ ]。 
これは舌の先を上歯茎と硬口蓋の間に押し付けて子音の準備をしながら同時に、Ы の中















  Э の母音は会話において[ɛ/ e/ ɪ]の 3 通りの音声を持つが、歌唱の際は全て開口の「エ」、








Лампа[Lʌmpə]「ランプ」という単語で見た場合、Л[ l ]から a[ ʌ ]へ、暗くこもった子音か
ら a へと開いた時の色の変化が、より明るく、温かい音として示される。また反対に、同じ
音から始まる Луч[Luch]「光」は、暗く丸い Л[ l ]から始まって、唇から軟口蓋への奥行き






















































(例:потный /potnəi  пятно /pɪtno)。 
このような音はロシア語で割合多く、от нас [ʌt nas]等多くの場面で出現する。歌唱にお
                                                   








・舌が上の歯に働きかけることで閉鎖音を作る鼻音 Н[ n ]  
 第一章 第 1 節 4 頁参照。 
 
・舌が上の歯に働きかけることで摩擦音を作る子音 С[ s ]／З[ z ] 
 С は日本語のサの子音と同じである。その音を有声にすると З になる。この２つの子音





づりを発音する時はこの Ц が２つ重なった音になる。 
(例:смеётся/ smjɪjoczczə молодца /məlʌczcza) 
 











                                                   







前項の С、З[s/ z]に比べるとやや鈍い摩擦音を持っており、С、З の音から上下の歯の感
覚を少し広げて舌の先を宙に浮かせ、舌の中腹をやや隆起させることで発音される。有声 Ж











少々丸みのある t を入れ、舌を 0.2 ミリ程引くようにイメージすると良い。子音の発音面だ






・舌が前口蓋に働きかけてふるえる子音 P[ r ] 
会話の場合、[ r ]の巻き舌の回数は、語の頭や子音の前後で 1~2 回、母音間で 1 回、語末
では 3~4 回を目安とされており11、歌唱の場合は最低 1.5 回以上巻くと良いだろう。И[ i ]
母音と一緒になると前舌面はより前に出て腔内を狭くしながら発音する。(例:рим /rim) 
柔らかい巻き舌が望ましい。 
                                                   
10 神山孝夫『日本語話者のためのロシア語発音入門』 岡山：大学教育出版、2004 年。
33 頁。 










・奥舌面が軟口蓋に近い所に接して閉鎖音を作る子音 К[ k ]／Г[ g ] 
 
・奥舌面が軟口蓋に近い Х[kh] 
舌全体が後ろに引かれ、奥舌面が盛り上がって軟口蓋との距離が狭まり、К[ k ]／Г[ g ]よ




























本名 アレクサンドル・ミハイロヴィチ・グリクベル (1880－1932) 
作曲年：1960年 6月 
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13 Schostakovich, Dimitri Dmitrievich. Satires. Sergei Leiferkus. Songs and Waltzes: 

























                                                   
14レフ・グリゴーリエフ、ヤーコフ・プラデーク『ショスタコーヴィチ自伝―――時代と
自身を語る』ラドガ（虹）出版所訳、モスクワ：ラドガ（虹）出版所、1983年。311頁。 




16 Шостакович, Дмитрий Дмитриевич. Посвящение Галине ВИШНЕВСКОЙ. 


































18 Шостакович, Дмитрий Дмитриевич. Посвящение Галине ВИШНЕВСКОЙ. 





































                                                   






































・同じく 2曲目 ｢Как много дум наводит он!｣(何と多くの想いを起こさせることか！)は、
アイルランド人トーマス・モアの詩《夕べの鐘》から一句を抜き出したものである。ロシア
では、イヴァン・コズロフによって訳された大衆歌曲《夕べの鐘》が知られている。 
・作曲家ショスタコーヴィチはこの 2 曲目の随所にラフマニノフの歌曲《Весенние воды》
(春の水)の音楽を引用している。 






第 2 節ではこれら上記の引用 8 点に、今回新しく提案する 2 点を加えた 10 点を譜例毎に
確認し、それらが曲に与える印象と歌唱に与える影響について考察する。 
【新しく提案する、ショスタコーヴィチによる暗示された旋律 2 点】 
・2 曲目「Зелёный шум」(緑のざわめき)はラフマニノフのカンタータの合唱旋律を真似
ている。 
                                                   
20 Schostakovich, Dimitri Dmitrievich. New Collected Works. (9) Moscow: Dimitri 









この歌曲集に隠された既存旋律からの引用、暗示の特徴は以下の 4 つにまとめられる。 


















第 2 曲目<春の目覚め>における引用旋律 
<春の目覚め>という題は、ドイツの劇作家フランク・ヴェーデキント(1864-1918)の戯
曲『春の目覚め』21(ペテルブルクでは 1907 年に初演22 )から取られている。ここでは 14
                                                   
21 Wedekind, Frank. Frühlings Erwachen, 1891. 

















[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 2 曲<春の目覚め>冒頭23] 
 
 
                                                   
23 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集
２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 
ff  抑圧からの爆発  極めて明るいラフマニノフの模倣   
 


























                                                   
24 Рахманинов Сергей Васильевич. Весенние воды. by Pavel Lamm, Zarui Apetovna 
















次頁[ラフマニノフ カンタータ《春》 Op.20 44 小節26] 
 
                                                   
25 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集
２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 
26 Рахманинов Сергей Васильевич. Весна Op.20. Москва: A. Gutheil, 1903. 
「緑のさわめき…」 



















ンで高らかに歌われる。3 連符を背景に 4 分音符を歌うこと、また、歌唱旋律は鐘が鳴る








その後、サボテンことを ｢Как много дум наводит он!｣(何と多くの想いを起こさせる
ことか！)と言う箇所がある。これは『ショスタコーヴィチ新全集』には「この詩の一句は
アイルランド詩人トーマス・モア(1779-1852)の詩《夕べの鐘》の一節であり、イヴァン・











                                                   
















                                                   
28 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集
２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 
29 Алябиев Александр Александрович. Вечерний звон. Полное собрание романсы и 
песни(1). Boris Dobrokhotov ,R. Rustamov. Moscow: Muzyka, 1974. 
 


























第 2 曲目には他にも 25～26 小節目に童謡《Чижик-Пыжик》(チージク・ピージク)の
旋律が、36～41 小節に民謡《Aх вы, сени мои, сени,》(ああ貴方は私の憩い)の旋律が出
現する。     
[童謡《Чижик-Пыжик》(チージク・ピージク)30冒頭] 
 
[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 2 曲<春の目覚め>24 小節31] 
 
 
                                                   
30 DITKU2030.http://notyy.ru/%D0%BD%D0%BE%D1%82%D1%8B-%D1%87% 
D0%B8%D0%B6%D0%B8%D0%BA-%D0%BF%D1%8B%D0%B6%D0%B8%D0%BA/ . 





















                                                   
32 Aх вы, сени мои, сени. http://a-pesni.org/rus/ahvyseni.htm. Last accessed August 














それを受けてサーシャ・チョールヌイが 1909 年に詩を制作、時を経て 1960 年にこの歌曲

















                                                   
34 Beethoven,Ludwig van. Violin Sonata. No.9,Op.47,1802-04 
35 Шостакович Дмитрий Дмитриевич. Сатиры-картинки прошлого. (Video) 
Галина Вишневская. музыкальныe программы,1994. 
https://www.youtube.com/watch?v=auChkyNoJv0. accessed August 15, 2016 












[ショスタコーヴィチ 《風刺（過去の情景）》Op.109 第 5 曲冒頭37] 
6~9 小節が<クロイツェルソナタ>、14~15 小節がレンスキーのアリアからの引用 
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このレンスキーの旋律は≪風刺（過去の情景）≫において 2 回効果的に引用される。 
                                                   
38 Beethoven, Ludwig van. Violin sonata No.9, Op 47. Leipzig: Breitkopf und 
Härtel ,Ludwig van Beethovens Werke, Serie 12, 1863. 







































                                                   
40 ショスタコーヴィチ、ドミートリイ・ドミートリエヴィチ『ショスタコービッチ歌曲集
２』東京：全音楽譜出版社、1992 年。 
１．批評家へ              「批評家へ」 
 









２．春の目覚め        「春の目覚め」 
３．子孫           「子孫」 
４．思い違い 
５．クロイツェル・ソナタ      「クロイツェル・ソナタ」 
「思い違い」 

















































                                                   
41 Шостакович Дмитрий Дмитриевич. Посвящение Галине ВИШНЕВСКОЙ. 








Когда поэт, описывая даму, 
Начнёт: “Я шла по улице. В бока 
впился корсет”.- 
Здесь “Я” не понимай, конечно, прямо– 
Что, мол, под дамою скрывается поэт. 
Я истину тебе по-дружески открою. 











Fa-Major、4/4 拍子、Moderato ♩=108 
この詩はチョールヌイの詩集の冒頭に一編のみ斜字で印刷され、詩の上には Всем нищим 
духом(心において貧しい全てのものに)と書かれ、福音書のイエスの言葉をイメージさせ
る。 
最終行は原詩では Поэт ― мужчина. Даже с бородою.となっている。 
 





7 小節目、Начнёт : “Я～[nʌchnjot: “ ja～]「こう書き始める、“私は～」という箇所では、
「：」を境にして、わざとらしい程に大人の女性の艶やかな雰囲気を纏わせて歌唱する。歌
①    3 度音程          半音音程 














16 小節目の по-дружески[pʌ-druzhjɛskɪ]「親愛の情を込めて」の Do と Re♭音(譜③)は、
間に др[dr]が優しく挟まれて Re♭を少し長く、u の口先を少しすぼめて突くような母音にな
ることで、親愛なる君だけに、「こっそりと」暴露してあげようという詩人の含み笑いが透








т を早めに切り上げてから、跳び箱のように Do の音で跳ね、жчи[sshi]の i を突き抜けた輝
かしい母音になるようにする。その後にくる鼻音 на は、音程は下がるけれども i の母音か
③  др 半音 「親愛なる君に暴露しよう」          半音   「真実を君に」 






т жчина      с бо-ро- до-  ю 









ら н を同じ位置に入れ、響きが落ちないように注意する。最後の с бородою[z bərʌdoju]に




かに偏っても問題ない。3 曲目の поэтa[pʌɛtə]「詩人」、4 曲目の поэтесса[pʌetɛssə]「女詩
人」も同様に扱う。 
 
 後奏は音が少ないのでテンポを速めたり揺らしたりして弾きたくなるが、続く第 2 曲目
がこの曲と同じ調性、拍子、テンポ指示で書かれていることと、この歌曲集は全曲通して意














Вчера мой кот взглянул на календарь 
И хвост трубою поднял моментально, 
Потом подрал на лестницу, как встарь, 
И завопил тепло и вакханально : 
   “Весенний брак! Гражданский брак! 
          Спешите, кошки, на чердак...” 
 
И кактус мой - о, чудо из чудес! 
Залитый чаем и кофейной гущей, 
Как новый Лазарь, взял да и воскрес 
И с каждым днём прёт из земли всё пуще.      
Зелёный шум... Я поражён : 
           “Как много дум наводит он! ” 
 
Уже с пaнелей смёрзшуюся грязь, 
Ругаясь, скалывают дворники лихие, 
Уже ко мне забрёл сегодня “князь”, 
Взял тёплый шарф и лыжи беговые… 
     “Весна, весна! - пою, как бард,- 
       Несите зимний хлам в ломбард” 
 
Сияет солнышко. Ей-богу, ничего! 
Весенняя лазурь спугнула дым и копоть, 
Мороз уже не щиплет никого, 
Но многим нечего, как и зимою, лопать... 
        Деревья ждут... Гниёт вода, 







   ｢春の結婚！無宗教の自由な結婚！ 
屋根裏へ急いでくださいメス猫のみなさん…｣ 



















く…    木々は待つ…水は腐る 







Создатель мой! Спасибо за весну! - 
Я думал, она не возвратится, - 
Но... дай сбежать в лесную тишину 
От злобы дня, холеры и столицы! 
         Весенний ветер за дверьми...   






  一体誰に惚れたらいいんだ？ちくしょうめ 
Fa-Major、4/4 拍子、Moderato ♩=108  








の曲集を女声用とするのに、4 連目の Я думал「僕は思っていた」は、Я думалa「私は思
っていた」に変更しようとした。〔ロシア語の動詞過去形は主語の性によって変化する。男













































やる心情と足取りを表現し、その流れで 8 小節目から 10 小節目にかけて、1 曲目と同じよ
うに Rya―Do の連続が歌われる。(譜①)ここでは 1 曲目のようなノンレガートで歌唱する
のではなく、ロシア語のアクセントと音楽の流れを融合させて形作るのが望ましい。この一
文はヤンブの弱強リズムがショスタコーヴィチのアウフタクトから開始される旋律と相ま
って 4 拍目から 1 拍目、また、2 拍目から 3 拍目に向かって強烈なエネルギーが発生する。 
 
 11 小節目からの И хвост трубою поднял моментально,[I khvost truboju podnjəl 
məmjəntɑl'nə]は、子音が多く、ともすると хвост[khvost]は語尾を早めに処理をしてしまい
がちである。しかしここは語尾の子音 ст[st]を次に続く трубою[truboju]の語頭と切り離し
てはならず、それによって 11 小節目の 3 拍間でピンと立つ、もしくは興奮してボンと膨ら
むオス猫の尻尾を表現しているのである。(譜②) 
「昨日うちのオス猫がカレンダーをちらっと見やると」 
②  繋げることで尻尾を表現    「たちまち尻尾をピンと立てて」 
」 
 
ст тру         д 











次の小節 поднял моментально,[podnjəl məmjəntɑl'nə]は言葉が詰まっている箇所で、音
程も半音連続で狭いため、それらが両立出来る位置を求めるすることが大切である。この
д[ d ]は舌を離さず、気息が口垂蓋の裏ではじかれることで発音する。d を舌で弾いても意
味は通じるが、口蓋垂で弾くほうがより音程と言葉を滑らかに発音することができる。この




 同じく、階段を一気に 4~5 段駆け上がるような上昇音型を持つ 15 小節目 тепло и 
вакханально[tjɛplo i vakkhʌnɑl'nə]「熱っぽくバッカスのようにわめきだした」の中の、
вакханально における кх[kkh]の発音は、両方の子音が効率よく発音できる様に硬口蓋と
舌の間を 1.5 センチほどの狭さに留めて発音する。乾いた[ k ]の音声の流れを止めずにその
ままアの息を流すと кx が完成する。 





次頁 24小節目 Залитый чаем[zʌlitəi chajəm]は母音の流れがとても複雑で歌唱の際に興
味深い感覚を得る。音節ごとの母音は ʌ－li－əɪ－a－jə となっており、2 番目と 3 番目にエ
やイの音声が連続しているため、4 番目の a に移行する際には相当に前側へ狭く突いた音に
なっている。舌も前に出ているこの狭い状態から、чаем[chajəm]の破裂子音を伴った a 母
кх 









た a も、次の音に移行する前に狭い j イに戻っていなければならず、この母音のゆらゆらと
した移り変わりが、何かが起こるような期待を持たせるフレーズを形成するのだろう。 
  [第２曲、24~26 小節] 
  
31 小節目 Зелёный шум...[Zɛljonəi shum]「緑のざわめき…」は、ラフマニノフのカン
タータ《春》からの旋律と考えられるので、ラフマニノフと同じ、鐘が鳴るような Do と Fa
の高い響きを目指す。具体的には、フレーズの少し前から始めの Зе[Zɛ]の摩擦音を柔らか
く送り込んでおき、-лё-[ljo]は棒高跳びのように л をしっかり Fa の音に打ち立てて、その








    ча で開き  即 j で閉まる      
 
ʌ－li －  təi－a －  jə 




Copyright by Zen-On Music Company Ltd. 
for Japan 
 

















ю[ ü ]、ся[sjə]の 4 つの音声が作られる場所が全てバラバラな故に難しく、慣れるまで何度
も読んで訓練することが大切である。з[ z ]は後ろの子音により、発音上は[ s ]と無性化する
が、歌唱の場合は、[ s ]よりも、[濁りきれなかった z ]を意識して発音する。[ s ]とすると、
そのあとの ш[sh]とほぼ同化してしまうが、音は鳴らなくても一瞬息を堰き止めるような、
濁りきらない[ z ]を発音する事で、これを挟む p[ r ]と шу[shu]の子音の区別が明確となり、
鮮明な発音が可能になる。始めの練習では з[ z ]を抜いて歌ってみてから、徐々に з を戻し
ていくとこの単語が掴みやすい。 















前頁譜⑤39 小節目 Ругаясь, скалывают дворники лихие,[rugajəs’ skɑləvəjut dvornɪkɪ 
likhijə]「門番達がそれを怒鳴りながら割り剥がしている」の、Ругаясь「悪態をつきながら」









以下、切り替わりの転調箇所を抜き出す。  [第２曲、57~59 小節] 
転調前後の歌詞を抜き出すと、境目にオの母音が 3 つ連なっている事が分かる。(譜⑦) 
 никого, ┃(転調)┃ Но мно-[nəkʌvo, no mno-] 
転調前の o は明るく、転調後はそれよりも少し狭くした筒の様な o を意識する事で短調へ
の転調に上手く乗ることが出来る。 


















第四連 67 小節目 она не возвратится,[ʌna nje vəzvrʌtitsə]は、Mi の音が連続し言葉が
詰まっているために、響きが団子状になって互いの音声を打ち消してしまいがちである。 
   [第２曲、67 小節アウフタクト] 
それを避けるためには母音の響きを一つずつ正しい位置に入れる事に留意する。まず 2回
現れる鼻音н[ n ]のせいで母音が鼻の中で止まらないように、外に突き抜ける事を意識する。
2 回目の н は否定なので、1 回目よりも強く狭い音声に入る。最後の Mi の音は、唇の内側






次頁の 68 小節目 Но... дай сбежать[No...dai zbjɛzhat']「でも…ここから逃がしてくれ」
は、それまで溜まってきた不満がついに爆発する箇所である。「…」の後の д[ d ]は т[ t ]と
混同しないようにする。舌の先端だけを弾く т ではなく、舌を下歯の脇まで接着させてから
発する д の音が必要である。それでも т の響きが抜けないこともあるので、耳で確認しな
がら調整していく。この д は音程も高いので正しく発音するのが実に困難で、ともすると
声帯へ負担がかかる場合がある。その場合は д の破裂音は軽く発するに留め、母音の a を
二段階程突き抜けたインパクトある音色にすることで補うことができる。(次頁譜) 
на  не   воз  вр a 「春はもう戻らないと思っていた」 









上の譜面 68 小節、в лесную тишину[v ljɛsnuju tɪshϊnu]「静かな森へ」の旋律は、筆者
は、終盤へ向けて休みなく歌い続けている為に、この辺りに差し掛かると疲れて支えが効か
なくなったり、新鮮な空気を十分に取り込めなくなったりするという自覚があった。その為
に、最高音 y[ u ]に向かって上昇する時の母音が落ちてしまいビブラートが強くなるという
弊害が起きていた。(譜⑧)筆者はその原因が、2 度に渡り現れる ну[nu]の音声にあるのでは
ないかと考え、この母音を掘りすぎず、響きを周りの и[ i ]母音に近づける事に注意した結
果、完璧ではないものの改善が見られた。 
               
 










                       「でも…静かな森へ逃がしてくれ」    ⑧нy 
           д (×т)ぶつけない           ну     
Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 
 








чёрт  возь-ми 
カルメンのように、縛りがなく解放感に満ちて聴こえる歌いまわし 










Наши предки лезли в клети 
И шептались там не раз : 
“Туго, братцы... Видно, дети 
Будут жить вольготней нас”. 
 
Дети выросли. И эти 
Лезли в клети в грозный час 
И вздыхали : “Наши дети 
Встретят солнце после нас”. 
 
Нынче так же, как вовеки, 
Утешение одно : 
Наши дети будут в Мекке, 
Если нам не суждено. 
 
Даже сроки предсказали : 
Кто―лет двести, кто―пятьсот, 
А пока лежи в печали 
И мычи, как идиот. 
 
Разукрашенные дули, 
Мир умыт, причёсан, мил... 
Лет чрез двести? Чёрта в стуле! 
Разве я Мафусаил? 
 
Я, как филин, на обломках 
Переломанных богов.  
В неродившихся потомках 
Нет мне братьев и врагов. 
 
Я хочу немножко света 








































От портного до поэта — 
Всем понятен мой призыв... 
 
А потомки... Пусть потомки, 
Исполняя жребий свой 
И кляня свои потёмки, 









So-minor、3/4 拍子、Moderato 符点二分音符＝69  
4 行 8 連、ABAB の交差脚韻。 
詩集では、二連 4 行目 после нас と、七連 2 行目 Для себя, пока я жив;は斜字で印刷され
ている。 
侮辱のサイン…手の親指を、人差指と中指の間に入れるサイン 














                                                   
44 Миленко Виктория. Саша Чёрный Печальный рыцарь смеха .Жизнь 
замечательных людей.Серия биографий. Москва: Молодая гвардия, 2014. 













                                                   
46  ショスタコーヴィチ，ディミートリ・ディミートリエヴィチ≪風刺――過去の絵≫ マ
グダレナ・コジェナー 『リート・アルバム』：UCCG-1194 (CD)、トラック 4-8。2003 年録
音、2004 年発売。 
1~7 小節 棘が刺さるような無のピアノ   ff 

















た。それほどに、この第 3 曲は歌曲集の中で特別で異質な位置付けにあるのである。6 小節





ンをわけて、この頁では、12 小節目からの長い 2 分音符を辿るライン Si♭―Si♭―Si♭―











                                                   












Наши предки лезли в клети И шептались там не раз :     <2 分音符の母音> 
[Nashϊ prjetkɪ  ljezlɪ v kljetɪ  i shjəptalɪc'   tam nje ras]         a-je-je-je-i-a-a-as 
「我らの先祖は幾度となく物置小屋に潜り込み そこでコソコソとささやいた」 
 
“Туго, братцы... Видно, дети Будут жить вольготней нас”.   т は口蓋垂の裏で弾く 




Дети выросли. И эти Лезли в клети в грозный час 
[djeti  vϊpəslɪ.  i  эtɪ  ljezlɪ  f kljetɪ  v groznəi   chas]         je-ϊ-ɪ- ɛ -je-je- o -as 
「子供らは育った そして辛い時にはしばしば物置小屋に潜り込み」 
 
И вздыхали : “Наши дети Встретят  солнце после нас”. 
[i vzdϊkhɑlɪ ：Nashϊ  djetɪ  fstrjetjət  sonczjɛ  posljə  nas]    i-ɑ-a-je-je- o -o -as 
「溜息を漏らした：｢子供らは 太陽に出会うだろう、我らの死後に｣」 
 
この 45 小節目までの第 1、2 連において重要なのは、一定の限られた音程の中で、a と閉
口気味の e と、и[ i ]がリズム良く組み合わされ、母音の繋がりが滑らかな事である。その













＊１ братцы[bratczə]は、тц を цц[zz]のように跳ねて発音するので自然な空間が出来る。
б は唇を閉じた状態で気息を溜めて響かせるので時間がかかる。 
＊２ в грозный[v groznəi]の前部分は в と г が密接に繋がるよう注意する。 
＊３ 子音が重なっている И вздыхали[i vzdϊkhɑlɪ]は、взд の 3 つの摩擦子音をなるべく
同化させてそのあとの ы を音価の頭に乗せる。 







次の第 3 連から 5 連にあたる箇所では、それまで韻が [ as ]で統一されていた 1、2 連に
対して、3 連では-нo[ no ]、4 連は-от[ ot ]に変化する。それによって詩が発展していくのが
感じられ、更に、「オ」の音声が主人公の強い意志を感じさせる。(次頁譜①) 
 
第 5 連の韻は-ил[ il]であるが、これはここまでずっと奇数行に置かれてきた女性韻の(次
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 この第 3 連では、今までほぼ完璧に揃っていたリズムと音節の関係に大きな変化が生じ
る。それは、力点でない母音 У[ u ]に対して、力点と同等に長い音価を与えたことでバラン




【3 連】      「現代、今日もいままでと同じように」 
 




        ②語頭の У に長い音価が来て 







мн   жд 
  










Нынче так же,  как вовеки, Утешение одно : ※д は口蓋垂の裏    <2 分音符の母音> 
[nϊnchjə tag zhjə, kak vʌvjekɪ, utjəshjɛnɪjə ʌdno :]       ϊ-a-a-je,-u-jɛ-jə(je)-o 
拍数 ⑴   ⑵    ⑶  ⑷    ⑴'  ⑵'  ⑶'  ⑷' 




Наши дети будут в Мекке, Если нам не суждено.   
[nashɪ djetɪ  budut  v Mjɛkkə, Jeslɪ nam  nje suzhdjɛno.]      a- je- u- jɛ ,-Je- a- u- o 
   ⑴  ⑵   ⑶      ⑷    ⑴'   ⑵'      ⑶'   ⑷'  
  「子供らはメッカへ行くだろう もし我らがそういう巡り合わせでなかったら」 





 ⑵'拍目 нам не суждено.は、мн[ mn ]の鼻音と жд[ zhd ]の子音の重なりが促音的に処




















Даже сроки предсказали : Кто―лет двести, кто―пятьсот, 
[Dazhə srokɪ  prjɪtczkʌzalɪ  : Kto – ljet dvjɛstɪ,   kto – pjɪt'sot,] 
拍数⑴   ⑵     ⑶    ⑷     ⑴'       ⑵'     ⑶'     ⑷' 
「その期限さえ予言された： ある者は―200 年後、ある者は―500 年後と」 
 この 4 連と、続く 5 連では徐々に主人公の感情が高まっていき、これまでの 3 度の反復
音型とは違う旋律が出現する。78 小節からの⑵'-eт двести[et dvjɛstɪ](譜④後者)は３つの破
裂子音の力によって、前の e が弾かれて後者の e が勢いよく突出した響きになり、上昇音
型も相まって前出の Fa♭よりも高い響きが要求される。 
 またこの行は、дс、т дв、тьс といった、[ts][乾いた t]の響きが多く入っていることで主
人公の吐き捨てるような悔しさが表現されており、この箇所の柔らかい弧を描いた旋律線
は、ただ美しいだけではない、灰汁の強い印象を作り出している。 









т дв ⑤пред 
как    идиот 柔らかい息 ж    ч 
「それまでは悲しみに横たわり阿呆のように暮らしておけと」 
 













А пока лежи в печали И мычи,как идиот. 
[A pʌka ljezhi f pjɛchalɪ  I   mϊchi,kak idiot.] 
   ⑴   ⑵   ⑶     ⑷   ⑴'     ⑵'   ⑶' ⑷' 
「それまでは悲しみに横たわり 阿呆のように暮らしておけと」 
  この⑴拍目の語頭、A は「そして～」という意味で前後を連結する接続詞なので、前の文









Разукрашенные дули, Мир умыт,причёсан, мил...  
[Rəzukrashjənnəje dulɪ,  Mir  umϊt, prichjosən,  mil...] 
「飾り立てられた侮辱のサイン  世界は顔を洗い、髪を整え、ハンサムに…」 
この行は侮辱の怒りを表現するために、前半に 2 回出てくる P[ r ]を多めに巻き、アの母
音を明るく保つ。дули の[ d ]は強めの破裂を行う。後半は ы と и を明確に区別しなけれ




Лет чрез двести? Чёрта в стуле! Разве я Мафусаил? 
[Ljet chrjez dvɛstɪ? Chjortə f stuljə!  Razvə ja Məfusʌil?] 
「それが 200 年後だって？ちくしょう！ 私がメトシェラだとでも？」 
з дв は既出の 4 連 т дв と同じように、後ろにつく e が突き抜けた音声になる。(次頁譜
















P よく巻く p       ы        д     и   и 
ы     и            и л 
「飾り立てられた侮辱のサイン  世界は顔を洗い、髪を整え、ハンサムに…」 
「それが 200 年後だって？ちくしょう！」  
「私がメトシェラだとでも？」 
 
⑦з дв  
л を言い切る 







 ここでは、前半の男性韻が-гов[ gof ]、後半が-жив[ zhif ]／-зыв[ zϊf ]で統一されている。





Я,  как филин, на обломках Переломанных богов.  
[Ja, kak filɪn,    na ʌblomkəkh  pjɪljɛlomannəkh  bʌgof] 
「私はオオミミズクのように 神々の崩れた廃墟の上」 
 
В неродившихся потомках Нет мне братьев и врагов. 





「私は神々の廃墟の上」               「まだ生のない子孫たちは 私にとって兄弟でも敵でもない」 









 最後の 162～213 小節は、それまで過去や現在の苦悩を語っていた主人公が初めて未来の
子孫を見据えて言葉を発する節であるから、それまでとは異なる目線で歌われる。 










歌詞  А потомки...  Пусть потомки , Исполняя жребий свой 
  [A pʌtomkə...    p ust'  pʌtomkə,   ispʌlnjajə  zhpjebɪi  svoi ] 
   ⑷  ⑴   ⑵  ⑶   ⑷     ⑴'  ⑵'    ⑶'    ⑷' 
「そして子孫は…子孫なんか放っておけ 己の運命を受け入れ 
 
И кляня свои потёмки , Лупят в стенку головой! 
 [I kljɛnja svʌi  pʌtjomkə,  lupjət f  stjɛnku gəlʌvoi !]     


















⑷→⑴  ⑵  ⑶→⑷  ⑴'→⑵'  ⑶'  ⑷'   




⑷→○⑴   ⑵  ⑶→○⑷   ⑴'→○⑵ '  ⑶'  ⑷'   























⑷     ⑴     ⑵        ⑶ 
⑷     ⑴‘         ⑵‘        ⑶‘        ⑷’    ⑴’ 
⑵    ⑶     ⑷     ⑴‘       ⑵‘        ⑶‘               ⑷‘ 
△飛び音  〇母音を歌いこむ音 
















Copyright by Zen-On Music Company Ltd. for Japan 
 










想である。映像が引いていくような効果を狙うには、テンポを保ち、205 小節からの ff sub.
を忠実に守る。また、抒情的に伸ばすのではなく、弦を張った様な弾力ある音の響きをホー
ルの一番遠く、狭い範囲に送り込み続けることが重要である。歌詞 головой ![gəlʌvoi]は、
ニ点 So に力点があるために、[ v ]の子音を力強く発音して乱暴に破裂したような印象にな
ってしまいがちである。なので、ここはその前の[gəlʌ]の 2 つのアを [ l ]の厚みをとりなが
ら高く響きを保ち、母音を繋げながら[ v ]を母音の間にやわらかく挟むイメージを持つと良
い。 
  [第３曲、193~220 小節] 
 
 







Она была поэтесса, 
Поэтесса бальзаковских лет. 
А он был просто повеса, 
Курчавый и пылкий брлюнет. 
Повеса пришёл к поэтессе. 
В полумраке дышали духи, 
На софе, как в торжественной мессе, 
Поэтесса гнусила стихи : 
“О, сумей огнедышащей лаской 
Всколыхнуть мою сонную страсть. 
К пене бёдер за алой подвязкой 
Ты не бойся устами припасть! 
Я свежа,как дыханье левкоя... 
О, сплетём же истомности тел!” 
Продолжение было такое, 
Что курчавый брюнет покраснел. 
Покраснел, но оправился быстро 
И подумал: была не была! 
Здесь не думские речи министра, 
Не слова тут нужны, а дела... 
С несдержанной силой кентавра 
Поэтессу повеса привлёк, 
Но визгливо ―вульгарное: “Мавра!!” 
Охладило кипучий поток. 
“Простите...- вскочил он, - вы сами...” 
Но в глазах её холод и честь : 
“Вы смели к порядочной даме, 

































Вот чинная Мавра. И задом 
Уходит испуганный гость. 
В передней растерянным взглядом 
Он долго искал свою трость... 
С лицом белее магнезии 
Шёл с лестницы пылкий брлюнет: 
Не понял он новой поэзии 





























                                                   




















③「女詩人」                         「バルザック」 
「彼女は女詩人だった           バルザック的な年齢の女詩人」 






Она была поэтесса,      [ʌna bϊla pəetɛssə,] 
Поэтесса  бальзаковских лет.  [Pəetɛssə bəl'zakəfskɪkh ljɛt.] 
「彼女は女詩人だった バルザック的な年齢の女詩人。」 





 2 行目 бальзаковских лет「バルザック的な年齢の」はこの先の鍵となる情報なので、聴





А он был просто повеса,    [A on bϊl prostə pʌvjɛsə,]  
Курчавый и пылкий брлюнет. [Kurchavə i pϊlkɪi bplünɛt] 
「そして彼はただの道楽者 巻き毛で血の気の多いブルネット。」 
 ここでは血気盛んな повеса[pʌvjɛsə,]「腕白者」のやんちゃさを表現するために、28 小節
目アウフタクトの So から Fa♯、そのあとの Rya から Si♭の半音音程を狭く取って、「擦れ
                                                   
47 ロシアの TV 番組における、俳優ディミートリ・ナザロフ Дмитрий Назаров の朗読
を聴いた印象。彼はこの詩をまるで小噺のように読み進め、ある時は艶めきを持って、ま
たある時はガマ蛙のような声色を使って聞き手を引き込んでいた。 
②半音の狭さが擦れた「腕白者」を表す  「巻き毛の」  「血の気の多い」 
巻き毛で血の気の多いブルネット」 
p         пыл 








また、同じく повеса「腕白者」の[ v ]の擦れた子音も、青年の擦れた性格を際立たせ、母
音が全て開かれている поэтесса,「女詩人」との対比を浮き立たせるのに役立っている。 






 次頁 35 小節目からは、語り手はその後に展開する男女の甘い雰囲気を聴衆に予感させる
ために、艶やかに旋律を辿る。 
Повеса пришёл к поэтессе.               「道楽者が女詩人の元へやってきた 
В полумраке дышали духи₁,                  女は良い香りのする薄暗い部屋に居て、 
На софе, как в торжественной мессе,      ソファーにもたれかかって、厳粛なミサのように 
Поэтесса гнусила₂ стихи :             自作の詩を鼻にかかった声で読んでいた：」 
 
艶のある空気感を漂わせるために、38 小節目アウフタクトの So から Do の跳躍は
пришёл[prishjol]「やって来た」の ш[sh]に時間をかけながら次の母音を歌いこむことで色
気を表現する。42 小節目 дышали[dϊshɑlɪ]「漂わせていた」も同様である。(次頁譜③)  
 女性の象徴である₁духи[dukhi]「香水」は、[ u ]の後ろに口を変えずに温かく柔らかい息
を流し、その間に[ i ]に変化させることで、むせかえるような女性の香水の匂いを表現する。 




                                                   
48 前の脚注と同じく、俳優ディミートリ・ナザロフ Дмитрий Назаров の朗読を聴いた印
象。Культура・ГТРК(TV)・Послушайте!―Дмитрий Назаров.  
http://tvkultura.ru/video/show/brand_id/20915/episode_id/571643/.  












 ③「香水」  
④鼻声で 
「道楽者が女詩人の元へやってきた」      
「女は良い香りのする薄暗い部屋に居て、          ソファーにもたれかかって厳粛なミサのように 
自作の詩を鼻にかかった声で読んでいた：」 












・56 小節目の１拍目のタイ、сумей[sumjeɪ]の[ ɪ ]を柔らかく歌うと、微妙なたるみが生じ
て艶やかに聴こえる。(次頁譜⑤) 
・57 小節に入る時と、58 小節目に入る時の 2 回の下降音型は、スカートの裾が風になびく
ように、母音の美しい移行を大切にすることで女詩人の緩やかなたおやかさが表現できる。
(次頁譜⑥) 
・92 小節目 мою сонную страсть[mʌju sonnuju strast']「私の眠る情熱を」は、下降音型
に挟まれた摩擦子音[ s ]を響かせ、その前後を母音で隙間なく埋めることで、甘い官能の世
界が表現できる。[-ju son-][-ju stra-] (次頁譜⑦) 
・しばしば現れる ть[t']の発音によって、大人の女性の艶めきを表現することが出来る。少
女のような軽い発音でなく、深くて厚めの、しかし輝きを持った、成熟した女性にふさわし
い ть を目指す。 
 
 





また、この文の後半、次頁譜⑨の 68 小節 за алой подвязкой[zə aləɪ pʌdvjazkəɪ]は全て
「ア」の母音が続いているので、歌手はこの箇所が明るく、響きが滑らかに繋がるように注
意する。 
ア母音が繋がる rit 旋律 (次譜⑨ )とは反対に、その後の Ты не бойся устами 
























「接吻するのを恐れるなかれ！」   
 


















































更に刺激的な女の言葉が並ぶ                くらくらする青年 









Покраснел, но оправился быстро[Pəkrʌsnjɛl, no ʌpravəlsə bϊstrə]「青年は赤面したがす
ぐに我に返り」の 3 連符は、拍の頭に力点が来るので、ピアノの 8 分音符と重なって青年
の、迷いながらも興奮が抑えられなくなる様子を表している。これら 3 連符は全て同じ音
価だが、109 小節目の頭は語尾 л[ l ]に時間がかかるために母音が短くなること、2 拍目頭
は長母音のように伸ばす音である事に留意し、この音声的な違いを意識することで旋律に
リズムを生み出す。(譜⑪) 












この箇所の、兎のようにひるんだ青年を表現するために、вы сами...[vϊ samɪ]の вы を早め
に切り上げて間を作ることで青年の自信のなさを表したい。(次頁譜⑬) 
⑪ eл    пра      бы       慣用句 была не бы      ла 
短く跳ねる  テヌート 
⑫ 








 134 小節目(上譜 5 小節目)Но в глазах её холод и честь :「だが彼女の目には冷淡さと貞
操の誇り」は、ほぼ Mi♭の音が続くなかで、в[ f ]や х[kh]、ч[ch]、сть[st']、д[ t ]の子音を
立てる事で、この小兎青年が直面している状況の厳しさを表現する。(譜⑭) 
「失礼」   ―彼は跳ね上がった― 「あなたが自分で…」  ―でも彼女の眼には 
 
⑭  з↓х        ↓д   ↓ч  ↓cть 
B гл 
⑮↓c 鋭く リズムもきつく 
⑮↓ к 鋭く ↓к 
⑮↓зть[zt’]語尾で気の強さを表す   ⑯ マーヴラのテーマ    ―そこに恐ろしいマーヴラが… 





espressivo             ⑬      
вы  сами... 































マーヴラのテーマをのっそりと奏する事で      
この指定のテンポにつながる ↓        緊迫した中で全員がお互いを見合って動かない中 
                  青年だけが必死で杖を探している。 
 
 
 ⑰凍り付くスタッカート p 

















   o  jə[ア]  o    o  ə[ア]  o   ɛ    
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Квартирант сидит на чемодане 
И задумчиво рассматривает пол: 
Те же стулья, и кровать, и стол, 
И такая же обивка на диване, 
И такой же "бигус" на обед,- 
Но на всём какой-то новый свет... Ух! 
 
Блещут икры полной прачки Фёклы. 
Перегнулся сильный стан во двор. 
Как нестройный, шаловливый хор, 
Верещат намыленные стёкла, 
И заплаты голубых небес 
Обещают тысячи чудес. 
 
Квартирант сидит на чемодане. 
 Груды книжек покрывают пол. 
 Злые стёкла свищут: эй, осёл! 
 Квартирант копается в кармане, 
 Вынимает стертый четвертак, 
 Ключ, сургуч, копейку и пятак... 
 
 За окном стена в сырых узорах, 
Сотни ржавых труб вонзились в высоту, 
 А в Крыму миндаль уже в цвету... 
 Вешний ветер закрутился в шторах 
 И не может выбраться никак. 



































 Так пропьёт, что небу станет жарко. 
Стёкла вымыты. Опять тоска и тишь. 
Фёкла, Фёкла, что же ты молчишь? 
Будь хоть ты решительной и яркой: 
Подойди, возьми его за чуб 
И ожги огнём весенних губ...Ух! 
 
Квартирант и Фёкла на диване. 
О, какой торжественный момент! 
"Ты - народ, а я - интеллигент,- 
Говорит он ей среди лобзаний,- 
Наконец-то, здесь, сейчас, вдвоём, 














mi-minor、3/4 拍子、Adagio ♩＝63 
6 行 4 連(原詩は 6 行 6 連)、ABBACC の交差脚韻と隣接脚韻の複合脚韻 
1 連 6 行「～новый свет...yx!｣は原詩では「новый свет.」 
3 連 6 行｢Ух!｣は原詩になし ／ 4 連 6 行「поймём!」→原詩｢поймём…｣ 
 
この曲を演奏する際にまず注意すべきは前奏のテンポにある。同じく 3/4 拍子の 4 曲目







                                                   
49Шостакович, Дмитрий Дмитриевич. Сатиры-картинки прошлого. (Film) 
Галина Вишневская. музыкальных програми,1944. 









  [第５曲、30~34 小節] 











次々頁 68 小節目、譜③の стан во двор[stan vʌ dvor]は掃除をするフョークラの軽快さを
表現したい箇所だが、子音 дв[dv]の用意に手間取って母音オに入るのが著しく遅れたり、
喉声になりがちである。これを避けるために、先ずその前の во を少し短めに切ることで次
の子音を言いやすくし、д を Mi の音で歌えるように訓練する。д[ d ]は[ t ]のようにならな
いように注意する。 
 
「下宿人はトランクに座っている」   テヌート 
 
























на  об 


























68 小節  ③во  дв 
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 「頑丈な身体が中庭に折れ曲がる」             「調子はずれのふざけた合唱のように」 
「石鹸で擦られた窓ガラスが奇声をあげている」 
「そして青い空のつぎあて布を見ると」 






①Блещут икры полной прачки Фёклы.   ②Перегнулся сильный стан во двор. 
[Bljɛshhut ikrə  polnəɪ  prachkɪ  Fjoklə]    [Pɪrjɛgnulsə   sil'nəɪ    stan vʌ dvor] 
拍⑴    ⑵  ⑶       ⑷          ⑴  ⑵  ⑶        ⑷ 
「太っちょの洗濯女フョークラのふくらはぎが輝き  頑丈な身体が中庭に折れ曲がる」 
①は高い音と力点とがすんなりと入って 4 拍全てが裏拍までかっちりとリズムを守って
いるので、完璧でくっきりとした音型を提示できる小節である。 
具体的には、⑴拍目の語尾が т で切れてそのあとに母音 и が来ることで⑵拍目が⑴に埋
もれることなく同等に響くことが出来、また、子音が⑴、⑵、⑶、⑷それぞれの裏拍に上手
く入り込むことで明瞭な音型を印象付けている。 









③Как нестройный, шаловливый хор,     ④Верещат намыленные стёкла, 
[Kak nɪstroɪnəɪ,   shəlʌvlivəɪ     khor,]    [Vjɪreshhat nʌmϊljennəə  stjoklə] 
⑴   ⑵    ⑶      ⑷    ⑴  ⑵    ⑶     ⑷   
「調子はずれのふざけた合唱のように  石鹸で擦られた窓ガラスが奇声をあげている」 
③は①と類似して拍頭に強い響きを持った子音が来ていることで、竹を割ったように 











⑤И заплаты голубых небес               ⑥Обещают тысячи чудес. 
[I zʌplatə  gəlubϊkh njebjɛs]               [əbjɛshhajut tϊsjəchɪ  chudjɛs] 
 ⑴  ⑵  ⑶     ⑷                 ⑴   ⑵  ⑶    ⑷ 
「そして青い空のつぎあて布を見ると  この後の何千もの奇跡を予感させる」 
 ⑤は⑵の頭子音 пл の発音に時間がかかるので少しだけ母音が拍頭から遅れる。⑶の裏






























 ⑴表 裏 ⑵表 裏 ⑶表 裏 ⑷表 裏 
① Бле- -щут ик- -ры  пол--ной  пра--чки  Фё--клы 
② Пе-  -ре-   -гнул-   -ся  силь-ный  стан   во двор. 休 
③ Как не-   -строй-  -ный,  ша -ло-  -вли-вый  хор, 休 
④ Ве-  -ре-    -щат  на-  -мылен-  -ные  стё- -кла, 
⑤  И за-  -пла-   -ты го- -лу-  -бых  не--бес 休 
⑥ О-   -бе-    -ща-    -ют ты- -ся-  -чи  чу--дес. 休 
上の表からはこれらの事が改めて視覚化出来る。 
















 この箇所の音声的な考察は以上だが、改めて楽譜(94、95 頁)を見ると、pp から ff へ、テ
ンポも 1 小節 63 から 120 へと、ほぼ倍の音量とテンポの増幅が求められている。これはピ






入り、78 小節を過ぎたあたりに 2 つ目のギアを入れると自然に聞こえる」との事だった。
この箇所は初演者ヴィシネフスカヤが得意としたような、accel.を大げさにかけていき、回









113 小節 Будь хоть ты решительной и яркой:「せめてお前ははきはきと明るくいてお
























121 小節 И ожги огнём весенних губ...Ух!「春の唇の炎で火傷させておやり…ああ！」
では、ピアノがパチパチと燃える様子を弾いており、やがて炎が大きくなって二人が急接近
する様子を 127 小節の f 記号に託している。(上譜⑩) 
初演者ヴィシネフスカヤは весенних губ[vjɪsjennɪkh gup]「春の唇で」の х と б の子音
④摩擦子音で挑発する  
  ↓Ф    ↓Ф    ↓ч[sh]↓ж             ↓ч  ш 
破裂 3 回を際立たせることではきはきとした表現                ⑦艶やかなブレス 
⑤       ↓дь↓ть ↓ты    ↓ш(促音的に)             ↓よく母音を繋げて 
⑧ 積極的に、強気な姿勢を表す。 
    ⑨「彼」↓So をテヌート 





























⑴  ⑵  ⑵ 
⑶  ⑷  ⑷ 


















⑴130 小節の全休符  




⑵Mi のフェルマータ  





⑷二回目の Mi フェルマータ  
譜面上は(1 音＝100＋fermata)のところを、ヴィシネフスカヤは 1 音＝circa.66。ここで
は、インテリ男と庶民女が情事においては立場を逆転させたことに語り手が満足している
様子が見て取れる。この逆転が「風刺、皮肉」に繋がっている。 
   ヴィシネフスカヤは、それまで物語の進行役として影の立場にいた「語り手」を、
この 130 小節からは明確に男と女の情事を見つめる「一市民としての第三者」というキャ
                                                   
50 1966 年 5 月のショスタコーヴィチとヴィシネフスカヤによる、≪風刺(過去の情景)≫の
最後の音源に、1991 年に映像を加えたもの。ヴィシネフスカヤの一人芝居の形をとってい
る。Шостакович Дмитрий Дмитриевич. Сатиры-картинки прошлого. (Video) 
Галина Вишневская. музыкальныe программы,1994. 






















































具体的には、Я тебя, а ты меня [Ja tjɪbja, a tϊ mjɪnja]「僕は君を、君は僕を」のうち、
中心の斜字になっているアクセント a を開口の母音とし、それ以外を少し閉口気味に狭め
                                                   
52 Частушки. http://cs320319.vk.me/v320319251/228a/2gymJ5oX1e0.jpg. Last accessed 






















・A[ a ]、И[ i ]の母音は音声学では標準母音よりも奥の発音とされているが、歌唱では、ク
ラシック音楽の唱法に則った、他の西洋歌曲と同じ母音の響きを目指す。 
・歌唱の際に У[ u ]が浅くなると、途端に「ロシア語らしさ」が失われる。 
・以下の音声はロシア語特有の響きを持ち、歌唱において尊重されることで、固有の美しさ
を生み出す事に繋がる。  
響きの軌跡を尊重すべき母音、Ы[ ϊ ] 
二重母音ではないが母音の経過を楽しむ拗音、E[je]、Ё[jo]、Ю[ju]、Я[ja] 
旋律を滑らかにする鼻音、H[ n ]、M[ m ] 
丸みがあって硬い Л[ l ]  
湿度の高い擦り音が入る破裂子音 Ч[ch] 
丸くて厚みのある、鈍い摩擦音 Ш[sh]  
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